














































(1) 取り入れ (9) 山の水車 (17) ロンディノ・キヤロップ
(2) 小鳥を尋ねて (10) スキッピング (18) かへる
(3) ヒヨコ (11) 子猿の酒かい (19) 村の鍛治屋
(4) 荒城の月 (12) 小人 (20) ヒカウキ
(5) ひばり (13) 縄とび (21) グルッペンタンツ
(6) ぼうふらの踊り (14) 春の遊び (22) 四季の月
(7) ひよどりごえ (15) あけぼの
（特定の曲なし）
(8) よしきり (16) リンゲルタンツ
会多 考 文 献




女子体育 (s. 12,._, s.16) 藤村女子体育研究会
藤村トヨ思い出の記 藤栄会
藤村学園七十周年の歩み 藤村学園
（注 2) 近代日本女性 日本体育社
（注 3) 創作体育ダンス (s. 7) ダンス研究会
藤村トヨに関する研究 (1)
1．取 入 れ （小学3年用）









































































A 4 B 
























1. 3呼間 右臀を頭上に円＜挙げ， （上を見ながら）左臀は横に挙げて右足より 1歩前出左
足を大きく前へ交叉し右足に重心を移す。（写真 3)
2. 3呼問反対足より， 1と同動作を行う。
3•4 6呼問 1, 2と同様。
(2) 12呼間
5. 3呼間 臀の振動を以て体前屈しつつ下跳躍1歩，体を起こして駈足 2歩前進する。
（写真 4)
6. 3呼間 反対の足からと同様に運動する。
7 • 8 6呼間 5•6 の動作を繰返す。
第3節 (24呼間）
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1. 3呼間 円心に向かって右足より 3歩駈足で前進する。（写真 5A) 
2. 3呼間 右足に重心を移し両臀は右斜上方に上げてその方を見つめる。（写真 5B) 
3. 3呼間 反対の足より 1と同動作。
4. 3呼間 2と同様に左方へ行う。
1 5•6 6呼間 右廻り一方向転換をし円外に向き 1• 2と同動作。
2 
7•8 6呼間 円外に向いた儘更に反対足より 3 • 4と同動作を行う。
第4節 (24呼間）
1. 3呼間 臀を側方に挙げ軽く振動しつつ 3歩駈足にて前進する。（写真 6A)





6. 3呼間 臀はその儘左へ揺藍歩一回。（写真 7)
7. 6呼間 腎を頭上に円＜挙げ右方より小足にてその場で一廻転する。（写真 8A)
最後はスカートを持ち左足を右足の後へ引き体を左へ傾けて右斜上方を見る。（写真 8B)
A 1 B 2
 
















































































































0 0 0 0 0 0 0 
「千代のまつがえ」 左足より 3歩前進しつつ両手を左右左と (Bの持ち方）にて左右の横斜
下に大きく手首を動かさぬ様肩に持って行く，眼は前を見る。（写真 3, 4) 











かす。（写真 6, 7) 
「い」 「昔の」と同じ動作を左へ行う。
















喩あ邑」 右足を 1歩前に出し右膝を立て座しつつ両手は前挙より，扇子を (Aの持ち方）
にて静かに左右に肩で開き側挙にて止めると共に (Bの持ち方）に替える， （側挙の両腎は
円味を持たせ，扇子の先が少し挙がる。） （写真 11)















0 0 0 0 0 
「照りそいし」 「数見せて」と同じ動作を行いつつ静かに立つ。








0 0 0 0 
「替らねど」 正面に向きつつ上挙の両手を左右よりおろす。
0 0 0 
「栄枯は」 「栄」右足を交叉に左足の前に出し体を少し前に屈げると共に左手は手掌を上向














0 0 0 0 
「今もなほ」 右足を 1歩後に退き左足を揃えると共に前挙の両手を静かに扇子は (Aの持ち
方）のままにて左右に開き横を通り下へおろす。（開く時も肩にて開き眼は前を見る。）





















13 14 15 
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「小 坊 子」 右と同動作左手左足にて行う。
「お 経 を」 左手を前に出す。
「読 め ば」 右手を前に出す。しかしてお経を読む如く掌を見る。
「溝 で‘ は」 左手斜後下方を指す。
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働き男 拍手 4つ足踏 4つで 1番と 2番が向い合う。
ギーゴットンギーゴットン 右足出して両手を連いでの如く 1番が体を後に倒し 2番が体を
前倒する。ゴットンで反対に引っ張り，もう 1回ずつ行う。（写真 2)
向ふのお山の 手を連いだまま 1番は左足の方に右足からホップして位置を交換する (1で
右足を出し 2で左足の膝を曲げて右足でとぶ。 3で左足を踏んで 4で右足を曲げ左足でとぶ）
2番は左足から行う。
ギーゴットン 各々外の方に 3歩出て 3歩目の右足に体重をかけて飛ぶ（トンの時）。
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第 1 部 32呼間
用意 1列円形にて人数30名ならば 2列の前後列をひろげて 1列の円になし丈の最も小さい 2
人を 1番となし図の如き位置（後方）にあらしめ第 1部の運動を24呼間行って 1番が正面の
真前に来る様にあらかじめ計っておく。
















番号は小さい方から両方に 3の番号を付し尚 3人 1組としての番号もつけておく。
(1) 8呼間。全生右向き円にそうて右足から極自然なスキップを 6呼間行い（写真 1)'
前に飛び出して両手をついて躇鋸する（写真 2)。（2)8呼間。同じことを行う。 (3)8呼間。次
は 2呼間に 1つのスキップを出来るだけ高くなす（写真 3)。（1)のスキップと同じこと 1呼間
に 1つのスキ y プを行いながら正面の 6名はそのままその場で行い他の方は両方より 3名ずつ
出て来て 6列の体操隊形を作る。
第 2 部 32呼間
用意正面に向い横に手をつなぎ右向きになり
(1) 8呼間。右足を前に挙げ左足はいつも後に挙げるスキップで右の方に進む（写真 4, 5)。
(2) 8呼間。反対に左の方に同じことを行う。 (3)8呼間。正面に向いて両足揃えて 1で前に飛び
2で後に飛び 3で前に飛び 4で後に飛び 5で右に飛び 6で左に飛び 7で右に飛び 8で左に飛ぶ。
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(1) 24呼間 左足 1で前に出し重く体重を移す（写真 1), 2, 3はそのまま止まっている。
4, 5, 6と右足から 3歩小さくはしるように歩<,この運動をあと 3回行う。
(2)0') 12呼間 1で左足 1歩前 2は止まり 3は右足を曲げて前に挙げる（ホップという）次
右足を前に踏み出して左足を曲げて挙げる，これをもう 1回ずつ行う。
（口） 12呼間 (2)の足と同じ方法で。足は後に曲げて上げる。（写真 2)










1, 2, 3で上げて 4, 5, 6でおろす。次は右側から持ち上げて左側におろす。次の 6呼
間で立ち上がりながら重そうに引上げる。 16, 17, 18で左の肩へ負う（写真 5)。19,20, 
21でうんと腰を少し前に曲げる。






（口） 12呼間 げ）の形のまま左足の方に 3呼間に 1回の割合でその場を廻転する。
．り 12呼間 右手を腰に左手を額にかざし（即ち手を取りかえて） 3呼間に 1回の割合で左
足の方に廻転する。
(2) 24呼間 円心を向いて両脚を開き 1, 2, 3と左の方に手を伸ばして引張る用意（写真7)'
次は 3呼間で右の方にカー杯引いてくる，これを 4回行う。（写真 8)



























肩より 2回大きく廻す。以上の要領にて 1番は中側に 2番は外側に 3回飛んで行く。そして
4回目にはとぶのをやめて廻れ右をなす。
前からとび込み123















両足揃えて123 脊を円くなし足を屈げて高く跳び上がる。 2回なす。 (1,2, 3)で駈
足。（写真 2)
拍子を揃えて 123 1番と同じ。併し後の 1,2,3のホノプの時に次の間奏。
間奏 全生外側に向く。前奏と同じ動作なれど外側を向いてなす。
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第 3 節

















第 1 部 32呼間
(1) 8呼間
左の足の方にギャロップ 6呼間。 (7と8)で左足の方に 1廻転。 (2呼間に 3歩踏む）










































(1) 右足より右の方にギャロップ 3まで行い 4で左足を曲げる（写真 1)。56 7 8は左足の
方に行う。あと 8呼間同様になす (16呼間）。
(2) 手を離して前にホップ8呼間 1で右足 1歩出して 2で左足を曲げて膝を前に挙げる。これ
を繰り返す。次は手を腰にして後に同じ歩法でさがる。（写真 2)
(3) 右向けをして右手前左手後にして手を連ぎ上体を前に深く曲げて右足から 3歩あるき 4に
て左足を曲げて前に挙げる。（写真 3)







(7) 叉右向きになり手は横に連いだ如く挙げたままホップで 8呼間進み次の 8呼間で反対の方
向に行う。
(8) 全部右足 1歩前に踏み出し，次は後に上げた左足をつける。これを 8まで行う。
（写真 4, 5) 
(9) 円心に向かい右足横に出し体を右の方に曲げ右手は斜下左手斜上にしてやわらかにもどす
（写真 6)。5…8は左足を出して左に行う。あと 8呼間同じこと。 (16呼間）
















2列円形。中の手を取り外の手は各々腰にして先頭の方に向う。 (1,2の番号を付し 4人 1
組）
第1 16呼間
1． にて各右足を横に出し（写真 1), 2 にてその足先爪立てて左足先に置く（写真 2)'






1． 右足よりホップの足を行う，即ち 1にて右足を 1歩前にする。
2. にて左足の膝を曲げて右足にて跳躍，これと同じことを 3, 4と左足 1歩前出して右膝を
曲げて上げる。
5…8 右足よりランニングステップ 4呼間。











第 1 節 32拍子
(1) 中生は 1-8で右足よりホ y プにて前進，手は胸に軽く組み体はやや丸くする（写真1)。







第 2 節 32拍子 (16拍子2回）
(1) （写真 2)の如く 3人連手(1)で右足を前にまげて挙げ，体は出来るだけ丸く 2で屈げた足
を前に伸ばして体重は前に移す。以上の動作を 8呼間行う。（写真 3)
(2) 1, 2で連手のまま右足で上跳躍左足は後方へ挙げる， 3と4と3つ足踏 5-8も同動作
を繰返す。
(3) (1)(2)の動作を繰返す。
第 3 節 32拍子 (16拍子2回）
(1) 3人共 1で右足を横に出し両手は揃えて左方に流し 2で左足を右足に寄せると共に両手を
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右方に流し 3-4で右足にて踏切り，左足が上った時，手は再び左方に流す。 5…8までは
反対の方向に行う。（写真 4, 5) 




第 4 節 44拍子（但し始め12拍子）






げて右足を後に出す， 4は休み， 5, 6, 7で内側は手腰，中及び外側は前の人の肩にあげ右
方にギャロップを行い， 8で左足を右足後に付けると同時に手を下げる。
(4) 1 -4で左足にて(3)の始めの運動を行い 5-8で元位置に戻る。
















1 広いたんぼに 直立より左足前出臀は前方より側方に開き下へ下す。（写真 1)
2 田植がすんだ軽く膝を屈げ体を前に曲げて田植の動作 (2回）。（写真 1)
3 かへるかへる嬉しかろう 右足屈膝前出体前倒，左手を床に着けて蛙がはう動作を行う。
これを 3回行い（写真 2), 4回目は右足立膝坐の姿勢のまま体を後に倒して臀は体前に肘
92 新田典子
を屈げて挙げる。 (5本の指は常に開いている） （写真 3)
4 昼は毎日 体を前屈し臀を前下方交叉から上方へ上げつつ，右足に左足を引着けながら立
つ。（写真 4)
5 運動会だ 右足屈膝前出体前倒右手後左手前の動作を 3回繰返し（駈足の状態）最後は足
を揃え手を前に着き跨鋸姿勢となる。（写真 5)
6 ピヨンピヨン跳んだり 躇鋸姿勢より蛙が跳びつく状態で跳ぶ。 (2回） （写真 6)
7 泳いだり 右足を屈膝して 1歩前出，臀を前より側方に開きつつ立ち上がる。（蛙泳ぎの
状態） （写真 7)
第 2 節
1 広いたんぼが臀を前に上げつつ前進する。（右足より） （写真 8)
2 青田になった 臀を側方に開きつつ右足立て膝坐最後は臀を下す。（写真8)
3 かへるかへる嬉しかろう 第 1節の 3の動作と同様。（写真 2, 3) 





























3 飛散る 臀の外方廻転を以て上体を伸ばし，右足より下跳躍 1回，駈足 2回行う。
（写真 2)
4 火の花 3の動作と同様。















7 勝りて 右足側出屈膝臀を前に屈げて後打ちならし，直立に戻る。（写真 9)













































A 4 B 




第 1 節 (32呼間）
1. 4呼間 臀を側方に円＜挙げ，内足で立ち，外足を前より後前に振動し足を揃えて 1呼間
休む。（写真 1)
2. 4呼間 臀はそのままに挙げて反対側の足を以て 1と同様に行う。
3. 4呼間 手を腰にして外方ヘギャロップ (4回）にて進む。
4. 4呼間 その場で臀を頭上に円＜挙げてランニングステップで外方より 1廻転する。
5. 4呼間 臀を側方に下しその場でと同動作を行う。
6. 4呼問 2と同様に行う。
7. 4呼問 内方へ 3と同様に行う。
8. 4呼間 内方より 4と同様に行い，最後は左右各々対向す。





に体を起こし (2呼問） （写真 3)足を揃えて臀を側上方に開く (2呼間）。（写真 3)
2. 4呼間 内足を前に交叉して 1と同じく行う。
3. 4呼間 外足を前出し（外足へ重心を送る）臀を側下方に振り体を外足の方へ捻転する。
（眼は後を見る） （2呼間） （写真 4)次に直立に戻る。 (2呼間）
4. 4呼間 内足を前出して 3と同様に行う。
右組
1. 4呼間 外足を前出し臀を体前交叉より上方へ打上げて胸を伸展させる。（写真 5)(2 
呼間）足を揃えて臀を体前交叉まで戻す。（写真 5)
2. 4呼間 反対足で 1と同様に行う。
3. 4呼間 臀を内方より側方に開き外足置，体は外足の方へ屈げる (2呼間）次に直立へ戻
す (2呼間）。（写真 6)




第 3 節 (32呼間） 左右両組第 1節の如く正面に向かって行う。





5. 4呼間 外足より交換歩 (1回）で後へ下りつつ臀を前に挙げて (2呼間） （写真 8)。
次に前の足を屈膝上挙しく体前を屈し臀を後に挙げる。（写真 8)
6. 4呼間 反対足より 5と同様に行う。
7. 4呼間 5と同様。
8. 4呼間 6と同様。
第 4 節 (32呼間）
（一） （16呼間）
1. 4呼間 各組，外方へ臀を上挙して 2歩進み外足を屈膝して臀を側方より振動すると共に
体を側屈し直ちに体を起こす。（写真 9)
2. 4呼間 内方へ 1と同様に行う。
3. 8呼問 臀を頭上に円＜挙げホンプ (4回）で外足よりその場廻転。（写真 10)
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0 0 0 0 
「花の上に」 左手はそのまま，右手は体側より静かに扇子を (Bの持ち方）にて手掌は上向
きで乳の高さに前挙す。（写真 2)
0 0 0 0 
「かすみて」 左手そのまま，右手は前挙のまま右より左右へ静かに 2回ずつ動かす。（この
時は常に右臀に円味を持たせて，手首，肘の関節を動かさず，肩で臀を動かす）
0 0 0 
「いでし」 左斜前にある扇子を静かに前に止める。
0 0 0 0 0 


































0 0 0 
「こ＼ろ」 にて左手そのまま右手は扇子を向うより下を廻って身近くを通り鼻の高さまで挙
げる，この時左足より 2歩さがり足を揃える。











0 0 0 0 0 
「秋の夜の月」 両臀上挙より左右へおろし，後は第一の「春の夜の月」と同じ動作を行う。
第四
0 0 0 0 0 
「みづどりの」 左手体側のまま，左足より後へ 3歩退き足を揃える，右手は扇子を (Bの持
ち方）に持ったまま手掌を下上下にと膊の高さにて動かし（足に合せて）後足の揃うと同時
に右手を (Aの持ち方）に持替えて体側に下す。（この時は手首を動かさぬ様肩にて動かす）
0 0 0 
「こえも」 右膝を立てて座す両手は体側のままの姿勢。




0 0 0 0 
「池の面に」 第一の「露の上に」と同じ動作を行う。
0 0 0 0 
「さながら」 座したまま左手体側，右手に扇子を (Aの持ち方）で乳の高さに扇子の先を上
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に向けて，体前，体右斜前，体側と上下に動かし，後に体側に止める。
（臀全体で少し上よりおさえる様な気持で上下に動かすこと）
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2. 小鳥を尋ねて
し'LAst,3 
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3. ヒ ヨ コ
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4. 荒城の
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| ／ b /、}」lj九．卜9)」|r「/r.卜9| 」．
ひばりはあがるてんまでも
| iI1ヽ
| 1';［： 1;‘:、:|‘|: ：、9: I t1[ノ |[1:卜1| :］・






藤村トヨに関する研究 (1) 105 
6. ぼうふらの踊り
憂
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8. よ し き り
鹿島鳴秋作前
中第逸慶でそば疼情を過℃ 草 9 1  信. 1乍曲
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9. 山 の 水 車
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18. 力 ヘ ｝レ
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